
　年が明けて２０２４年、新型コロナウイルスの感染拡大はようやく落ち着
きを見せたものの、社会は「元通り」ではなく、さまざまな面で変化してき
ている。衛生面の意識は相変わらず高く、在宅時間の増加は「住まい」のあ
り方を見直すきっかけにもなった。また昨今、各地で発生する異常気象は、
人の生産活動が自然環境に及ぼす影響を考えさせ、産業界にもその対応が
迫られている。建築界では、時間外労働時間の上限規制適用猶予期間が３
月で終了するなど、現場における人手不足が一層懸念されている。高経年
のマンション、老朽化したインフラの増加は、改修技術のさらなる進化を
必要としている。
　もちろん、建築・建築材料の業界では、そうした様々なニーズ、要求に
応えるため、製品の開発やシステムの構築が行われている。ここでは、メー
カー今年「一押し」の材料についてレポートを掲載。今年のトレンドを考察
する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  編集部
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